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消
費
税
単

一
税
率
な
ど
説
明
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ま
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た
。

　　　　　　　

っ
た
が
高
校

．
大
学
時
代

　　　

災

　

年

　

制

リ

ム

　　　　　　　　　　　　　

ゾ

　

山宮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区
）
に
お
い
て
、
自
民
党

る
と
と
も
に
、
相
続
時
精

は
、
税
理
士
の
社
会
的
地

と
を
知
り
、
正
し
く
日
本

　　　

済

　

険

　

い

と

や

　

い

　

の

く

　　　　　　　　　　

ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

陳
情
を
実
施
し
た
。

　　

制
改
正
に
関
す
る
要
望
」
よ
り
損
失
を
受
け
た
場
合
に
尽
力
し
て
い
く
。
本
日
税
政
の
太
田
直
樹
会
長
、
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ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．１
１

　　

１－

　　　　

Ｌ

　　

・′に

　

て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　

・

　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　

・

　　　　　　

１

　　　　　　　

二

　　　　　

●

　　　　　　

．・

　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　

．

　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＋

　　

●

　　　　　　　　　

１

　　　　　　

．・

　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・「

会
長
、
正
副
幹
事
長
と
１５

的
な
人
的
控
除
へ
の
シ
フ
院
議
員
会
館
等
を
訪
れ
、
の
要
望
を
実
現
す
る
た
議
員
が
出
席
し
た
。

単
位
税
政
連
会
長
が
出
席
ト
と
基
礎
的
な
人
的
控
除
税
制
関
連
国
会
議
員
４
３
め
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に

　

総
会
で
は
、
平
井
貴
昭
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甘
利
ヨ
モ
絶
謡
技
友

若^
）
と
太
田
会
長

　　　　　　　　　　

麻
生
大
臣
を
囲
ん
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に
繋
が
る
と
思
う
。



公
明
党
政
策
懇
話
会
に
出
席

税
制
改
正
で
意
見
交
換

悌ニ種郵便物認可）

日
税
政
と
日
税
連
は
１１

月
６
日
、
衆
議
院
第
一議

員
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
公
明
党
政
策
懇
話
会

（会
長
＝
北
側
一雄
衆
議

院
議
員
）
に
出
席
し
、
税

制
改
正
に
つ
い
て
要
望
す

る
と
と
も
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
＝
写
真
。

日
税
政
か
ら
は
、
太
田

直
樹
会
長
、
渡
遣
輝
男
幹

事
長
、
山
田
隆
麿
政
策
委

員
長
、
田
達
満
財
務
委
員

長
、
吉
田
恵
幸
組
織
委
員

　　　
　
　
　
　
　

」

ぎ

萩

　

長
・
小
量
。

‐ｉ燭／
ミ

　

「

　

弘
広
報
委
員

一国
対
委
員

長
、
小
島
書

弘
広
報
委
員

長
、
南
条
吉

雄
後
援
会
対

策
委
員
長
、

秋
山
典
久
副

幹
事
長
が
、

日
税
連
か
ら

は
神
津
信
一

会
長
、
高
橋

俊
行
専
務
理

事
、
滝
浬
多

佳
子
総
務
部

長
、
平
井
貴
昭
調
査
研
究

部
長
が
出
席
し
た
。
公
明

党
か
ら
は
、
北
側
一雄
議

達
会
長
、
斉
藤
鉄
夫
議
達

幹
事
長
な
ど
多
数
の
国
会

議
員
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
北
側
会
長
、
神

津
日
税
連
会
長
に
続
き
太

田
日
税
政
会
長
が
同
懇
話

会
が
貴
重
な
意
見
交
換
の

場
で
あ
る
こ
と
へ
の
謝
辞

を
述
べ
た
。
引
き
続
き
、

令
和
２
年
度
税
制
改
正
要

望
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
後
、
税
制
改
正
に
関
す

る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
　
　　　　
　　
　　
　

　　　　　　　　　　　　　　

日
本
は
高
橋
是
清
が
積

　　　　

対
す
る
本

　

日
本
は
１
９
５
３
年

極
財
政
で
日
本
経
済
を

を
読
ん
だ
。
そ
れ
に
よ
に
世
界
銀
行
の
融
資
立
て
直
し
た
。

る
と
、
過
去
の
消
費
増

（外
貨
建
て
、
特
別
会

　

こ
れ
ら
の
歴
史
に
倣

税
の
時
に
は
そ
の
後
い
計
）
を
受
け
、
東
海
道
え
ば
、
今
は
国
債
（円

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　

一、
影
響
が
無

　　

．
北
海
道

　

ム舟
橋
ー健
ー市
Ｔ

　　　

を
防
ぐ
た
め
の

か
っ
た
の
は
平

公
共
工
事
を
積

成
元
年
（１
９
８
９
年
）
新
幹
線
や
東
名
高
速
道
極
的
に
行
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
消
費
税
導
入
時
で
、
路
や
黒
四
ダ
ム
な
ど
の
を
増
や
す
べ
き
だ
。
お

日
本
経
済
が
ピ
ー
ク
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
金
は
経
済
の
血
液
で
１

時
で
あ
っ
た
。

　　　

経
済
発
展
を
遂
げ
、
そ
万
円
札
の
原
価
は
約
２０

ま
た
最
近
２０
年
間
の

の
借
入
金
は
１
９
９
０

円
。
国
債
発
行
で
お
金

世
界
各
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
年
に
完
済
し
た
。
ド
イ
と
い
う
血
液
を
循
環
さ

び
率
は
平
均
３０
％
以
上

ツ
で
は
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
せ
る
べ
き
だ
。
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だ
が
、
日
本
だ
け
が
緊
を
推
進
し
て
ド
イ
ツ
経

　　　　　

Ｍ

の
シ
フ
ト
と
基
礎
的
な
人

的
控
除
の
あ
り
方
の
見
直

し
③
「災
害
損
失
控
除
」

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

相
続
時
精
算
課
税
制
度
に

お
け
る
受
贈
財
産
が
災
害

等
に
よ
り
損
失
を
受
け
た

場
合
の
救
済
措
置
を
設
け

る
こ
と
ー
ー
の
３
項
目
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

当
日
は
、
自
民
党
か
ら

山
口
泰
明
衆
議
院
議
員

（埼
玉
１０
区
）
、
樫
田
義

孝
衆
議
院
議
員
（千
葉
８

区
）
、
松
下
新
平
参
議
院

議
員
（宮
崎
選
挙
区
）
、

村
井
英
樹
衆
議
院
議
員

（埼
玉
１
区
）
の
ほ
か
、

多
数
の
議
員
が
出
席
し
、

日
税
政
・日
税
連
の
意
見

に
対
し
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
た
。

共
同
会
派
の
税
制
調
査
会

合
同
総
会
で
も
要
望

日
税
政
の
山
田
隆
慶
政

策
委
員
長
は
１１
月
１３
日
、

衆
議
院
第
一議
員
会
館

（千
代
田
区
）
に
お
い
て

共
同
会
派
の
税
制
調
査
会

合
同
総
会
に
、
日
税
連
の

平
井
貴
昭
調
査
研
究
部
部

長
と
と
も
に
出
席
し
、
令

和
２
年
度
税
制
改
正
に
つ

い
て
要
望
し
た
＝
写
真
。

当
日
の
会
議
は
、
税
務

・中
小
企
業
関
係
団
体
を

対
象
と
し
て
税
制
に
関
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
・意
見
交

換
を
行
う
も
の
で
、
日
税

政
・
日
税
連
の
ほ
か
、
日

本
労
働
組
合
総
連
合
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
、
日

本
商
工
会
議
所
等
の
経
済

団
体
等
の
団
体
が
出
席
し

た
。総

会
に
は
、
立
憲
民
主

党
か
ら
、
海
江
田
万
里
議

員
、
道
下
大
樹
議
員
、
国

民
民
主
党
か
ら
古
本
伸
一

郎
議
員
、
古
川
元
久
議
員

を
は
じ
め
多
く
の
議
員
が

出
席
し
、
日
税
政
・日
税

連
の
意
見
に
対
し
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。

共
同
会
派
と
は
、
立
憲

民
主
党
、
国
民
民
主
党
、

社
会
保
障
を
立
て
直
す
国

民
会
議
、
社
会
民
主
党
で

構
成
す
る
会
派
で
あ
る
。

立
憲
民
主
党
は
１１
月
６

日
、
参
議
院
会
館
（千
代

田
区
）
に
お
い
て
「税
理

士
制
度
推
進
議
員
連
盟
」

（会
長
＝
海
江
田
万
里
衆

令和元年（２０１９年）１２月１日 （日曜日）

立
憲
民
主
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税理士制度推進議連総会

太田会長ら出席

議
院
議
員
）
総
会
を
開
催

し
た
＝
写
真
。総
会
に
は
、

日
税
政
か
ら
太
田
直
樹
会

長
を
は
じ
め
正
副
幹
事
長

ら
役
員
が
、
日
税
連
か
ら

．
は
神
津
信

　

一会
長
ら

感
が
出
席
し

、

た
。

　　

会
議
で

▲－

　

は
ま
ず
、

ノーん

　

海
江
田
会

．ー

　

長
、
日
税

　　　　　　

‘
長
か
ら
あ

ー

　

い
さ
つ
が

、
ｒ

あ
り
、
そ

．藍
の
後
日
税

連
の
平
井
貴
昭
調
査
研
究

部
長
か
ら
、
消
費
税
に
お

け
る
単
一税
率
及
び
請
求

書
等
保
存
方
式
の
維
持
、

「災
害
損
失
控
除
」
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
相
続

時
精
算
課
税
制
度
に
お
け

る
受
贈
財
産
が
災
害
等
に

よ
り
損
失
を
受
け
た
場
合

の
救
済
措
置
を
設
け
る
こ

と
等
の
税
制
改
正
要
望
に

つ
い
て
説
明
後
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。
出
席
し

た
国
会
議
員
か
ら
は
「相

続
税
・贈
与
税
に
対
す
る

要
望
の
中
に
【相
続
開
始

前
３
年
以
内
に
取
得
し
た

土
地
等
と
建
物
等
に
つ
い

て
も
通
常
の
評
価
と
す
る

こ
と
】
と
い
う
項
目
が
あ

る
が
、
３
年
も
遡
っ
て
相

続
財
産
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
税
理
士
の
仕
事
が
増

え
る
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
」や
「寡
婦
控

除
に
つ
い
て
の
要
望
に
は

と
て
も
共
感
で
き
る
。
ぜ

ひ
力
を
合
わ
せ
て
実
現
し

た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
た
。

当
日
は
立
憲
民
主
党
の

議
連
か
ら
近
藤
昭
一幹
事

長
、
道
下
大
樹
事
務
局
長

を
含
む
、

２２
人
の
議
員
が

出
席
し
、．日
税
政
・
日
税

連
の
意
見
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
た
。

自
民
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
出
席

税
制
改
正
に
つ
い
て
要
望

日
税
政
の
山
田
隆
慶
政

策
委
員
長
は
１０
月
３１
日
、

自
由
民
主
党
本
部
（千
代

田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
目

民
党
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
、

日
税
連
の
矢
ノ
目
窓
調
査

研
究
部
副
部
長
と
と
も
に

出
席
し
、
令
和
２
年
度
税

制
改
正
に
つ
い
て
要
望
し

た
＝
写
真
。

当
日
の
会
議
は
「予
算

・税
制
等
に
関
す
る
政
策

懇
談
△き
で
あ
り
税
務
・

中
小
企
業
関
係
団
体
を
対

象
と
し
て
、
予
算
・税
制

に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
・

意
見
交
換
を
行
う
も
の

で
、
日
税
政
・日
税
連
の

ほ
か
、
全
国
青
色
申
比豆
餌

総
連
合
、
全
国
法
人
会
総

連
合
、
全
国
間
税
会
総
連

合
会
等
の
団
体
が
出
席
し

た
。日

税
政
・日
税
連
の
令

和
２
年
度
税
制
改
正
に
関

す
る
重
要
建
議
・要
望
項

目
と
し
て
、
①
消
費
税
に

お
け
る
単
一税
率
及
び
請

求
書
等
保
存
方
式
の
維
持

②
所
得
計
算
上
の
控
除
か

ら
基
礎
的
な
人
的
控
除
へ

」
Ｅ
」
■
国

璽
Ｌ
－

瞳
Ｌ
－
－，

険保任責士理 保任責
た補償で専門家としてのリスク対応を万全に

　　岬い税
税理士事務所と関与先を守る安心の保険をご案内いたします。　
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霊
舗淵埜立猟般宴会軽震欄濁離｛…二！！
敏卸嫌蹴鋤靴藤雨職蜘顕容
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獅
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無

慾
縄
顎
踊
躍
龍
諦
藍
雛
擬
原
瞥
嘘蝿
錫
酸
欲震
お

　

璽
士に参
議
勘棚議
題
飯
鱗
鰹
暖

　

罰
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“
所
得
計
算
上

控除き
ぎ

曇
ら
喜
妄

独
立
き
所
得
控
除

ぎ

各党
税
制
調
査

　　　

。き
き

始
ま

議
長
“
仲
光
男

￥

、
地
域

；

　　　　　　　　　　

州ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヤＪ

　　　　　　　　　

．，，

　　　　　　

．

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　

，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

え
る
１４
項
目
を
決
定
し
た
上
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

内
容
の
要
望
を
一
斉
に
行
う
の

切
に
願
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
１

１
１

　　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

　

今
年
も
台
風
１５
号
や
１９
号
な

は
、
一
層
大
き
な
力
と
な
る
か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　　

気
の
な
か
盛
会
裏
の
う
ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ま
た
、
佐
藤
議
員
よ
り

に
終
了
し
た
。



税
制
改
正
要
望
と
税
理
士
法
改
正

政
策
委
員
長

　

山
田

　

隆
贋

　
　

　

　

が転
べ

こ
の
度
、
副
幹
事
長
に

選
任
さ
れ
、
引
き
続
き
政

策
委
員
長
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
政
策

委
員
会
の
所
掌
事
項
は
、

日
税
政
の
基
本
政
策
の
企

画
立
案
及
び
税
理
士
業
務

の
確
保
・拡
充
に
つ
い
て

審
議
し
、
具
体
的
政
策
を

策
定
す
る
こ
と
で
す
。

本
年
度
の
基
本
政
策
に

つ
い
て
は
日
税
連
協
議
と

の
連
携
に
よ
り
策
定
さ

れ
、
第
５３
回
定
期
大
会
で

承
認
さ
れ
た
令
和
元
年
度

運
動
方
針
及
び
重
点
運
動

の
実
現
を
政
策
委
員
会
の

使
命
と
考
え
、
各
単
位
税

政
連
と
連
携
を
密
に
し

て
、
目
標
達
成
の
た
め
の

運
動
を
展
開
し
て
い
く
所

存
で
す
。

税
制
改
正
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
日
税
連
調
査

研
究
部
と
の
協
議
を
経
て

機
関
決
定
さ
れ
た
「令
和

２
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
要
望
」
の
う
ち
特
に
重

要
な
３
項
目
の
実
現
に
向

け
、
与
党
税
制
調
査
会
、

野
党
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

参
加
し
要
望
を
強
く
訴
え

て
い
き
ま
す
。
特
に
、
現

行
の
消
費
税
の
複
数
税
率

制
度
及
び
令
和
５
年
ｍ
月

か
ら
実
施
予
定
の
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
に
つ
い

て
は
、
複
数
税
率
を
廃
止

し
単
一税
率
と
す
る
こ
と

及
び
請
求
書
等
保
存
を
要

件
と
す
る
帳
簿
方
式
の
維

持
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
所
得
税
に
お
け
る

所
得
再
分
配
機
能
の
復

活
、
近
年
、
増
大
化
し
つ

つ
あ
る
大
規
模
災
害
に
的

確
に
対
応
す
べ
く
「災
害

損
失
控
除
」
の
創
設
等
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

納
税
者
及
び
中
小
企
業
に

過
重
な
負
担
を
も
た
ら
す

改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
な
対
策
を
積
極

的
な
陳
情
活
動
で
推
進
し

ま
す
。

改
正
税
理
士
法
に
つ
い

て
は
、
日
税
連
会
長
の
次

期
税
理
士
法
改
正
の
諮
問

に
対
し
、
平
成
３１
年
４
月

に
、
日
税
連
制
度
部
か
ら

そ
の
答
申
が
公
表
さ
れ
会

員
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経

た
後
、
本
年
度
後
半
か
ら

議
論
の
開
始
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
連
盟
は
日

税
連
と
連
絡
を
密
に
し
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

租
税
教
育
、
地
方
公
共

団
体
の
各
監
査
制
度
の
監

査
委
員
さ
ら
に
行
政
不
服

審
査
会
委
員
等
に
つ
い
て

は
、
公
共
的
使
命
を
持
つ

税
理
士
と
し
て
こ
れ
ら
の

制
度
へ
の
積
極
的
参
加
を

推
進
し
社
会
貢
献
の
実
現

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

以
上
、
日
税
連
、
単
位

税
政
連
と
連
携
し
、
国
会

議
員
等
の
後
援
会
活
動
を

全
国
的
に
推
進
し
目
標
達

成
を
目
指
し
ま
す
。
今
後

と
も
会
員
皆
様
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

，．
二
・ず

　

，；
；
・；
－

幹
事
長

　

渡
遷

　

輝
男

太
田
会
長
の
女
房
役
と
し
て

　

‐＝

‐

　　　　

ー

令和元年（２０１９年）１２月１日 （日曜日）

嫌
Ｑ

こ
の
度
、

１０
月
７
日
に

開
催
さ
れ
た
正
副
会
長
会

に
お
い
て
幹
事
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
２
期
目
に

な
り
ま
す
。
日
税
政
の
規

約
第
１１
条
に
よ
れ
ば
、「幹

事
長
は
会
長
を
補
佐
し
会

務
を
執
行
す
る
」と
あ
り

ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
前

小
島
会
長
と
同
様
に
太
田

会
長
の
女
房
役
と
し
て
、

日
税
政
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
各
種
政
治
活
動

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ゆ

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
税
政
の
行
動

指
針
は
、規
約
第
４
条
（目

的
）
に
お
い
て
、
「本
連

盟
は
、
日
本
税
理
士
会
連

合
会
の
方
針
に
添
い
、
税

理
士
の
社
会
的
、
経
済
的

地
位
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
納
税
者
の
た
め
の

税
理
士
制
度
及
び
租
税
制

度
並
び
に
税
務
行
政
を
確

立
す
る
た
め
、
必
要
な
政

治
活
動
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
「日
本

税
理
士
会
連
合
会
の
方

針
」
は
日
税
連
に
よ
っ
て

機
関
決
定
さ
れ
た
方
針
で

あ
り
、
「必
要
な
政
治
活

動
」
と
は
、
税
理
士
会
が

特
別
民
間
法
人
で
あ
る
た

め
に
行
う
こ
と
が
出
来
な

い
部
分
の
政
治
的
活
動
、

具
体
的
に
い
う
と
、
日
税

政
が
推
薦
し
た
国
会
議
員

等
を
通
じ
て
陳
情
活
動
を

　

日
本
税
理
士
政
治
連
盟
は
９
月
２６
日
の
第
５３
回
定
期
大
会
で
太
田
会
長
を
選
任
し
た
後
、

１０
月

２８
日
の
幹
事
会
で
各
委
員
を
選
出
し
一連
の
役
員
改
選
を
終
え
た
。
正
副
幹
事
長
に
就
任
の
抱
負

を
聞
い
た
。

行
う
こ
と
で
す
。
税
理
士

会
及
び
税
理
士
が
関
係
す

る
税
理
士
法
及
び
税
法
は

法
律
で
す
か
ら
、
国
会
の

場
で
国
会
議
員
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
も
し
、

税
政
連
が
何
ら
政
治
活
動

を
行
わ
な
か
っ
た
ら
、
税

理
士
会
が
目
指
す
施
策
の

実
現
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
税
政
連
は
、
一

党
一派
だ
け
を
支
持
す
る

団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
政
連
は
、
税
理
士
制
度

及
び
税
理
士
会
が
目
指
す

施
策
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
政
党
、
国
会
議
員
を
支

持
す
る
団
体
で
す
。な
お
、

税
政
連
は
全
員
参
加
型
の

開
か
れ
た
組
織
活
動
を
進

め
ま
す
の
で
、
税
政
連
活

動
へ
の
関
心
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、ご
理
解
・ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
日
税
政
の
活
動

の
活
発
化
は
委
員
会
活
動

の
活
発
化
が
あ
っ
て
初
め

て
成
り
立
ち
ま
す
。
２
期

目
の
幹
事
長
と
し
て
、
日

税
政
の
各
委
員
会
が
相
互

に
連
携
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
に
、
更
に
、
各
単
位

税
政
連
・各
後
援
会
と
の

密
接
な
連
携
活
動
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
つ

も
り
で
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

右
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
の
繰
越
金
の
減
少
傾
向

に
一定
の
歯
止
め
が
か
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
効
率
的
な
運

用
と
合
理
的
な
活
動
に
よ

り
財
政
の
健
全
性
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

一方
、
会
費
収
納
率
の

推
移
は
翌
年
度
か
ら
３０
年

財
政
の
強
化
と
健
全
な
運
営
を

財
務
委
員
長

　

田

　

達
満

…

　　　　　　　

　
　

　
　　

こ
の
度
、
正
副
会
長
会

に
お
い
て
副
幹
事
長
に
選

任
さ
れ
、
財
務
委
員
長
を

引
き
続
き
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
日
税
政
の
会
務
に
お

け
る
財
務
委
員
会
の
重
要

性
か
ら
責
任
の
重
大
さ
を

改
め
て
感
じ
る
次
第
で

す
。
第
５３
回
定
期
大
会
に

お
い
て
ご
承
認
い
た
だ
い

た
「財
政
の
強
化
と
健
全

な
運
営
を
図
る
」
と
い
う

運
動
方
針
に
基
づ
き
、
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
支
出
の

一層
の
合
理
化
を
図
る
べ

き
と
の
立
場
か
ら
２９
年
１

月
に
「財
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」を
意
見
具
申
し
、

そ
の
提
案
事
項
の
う
ち
一

部
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
税
政
の

財
政
に
つ
い
て
は
、
直
近

３
期
は
改
善
さ
れ
、
今
後

の
選
挙
等
の
頻
度
に
も
左

１０
月
７
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
正
副
会
長
会
に
お
い

て
副
幹
事
長
に
選
任
さ

れ
、
国
対
委
員
長
を
命
ぜ

ら
れ
ま
し
た
。
重
責
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

て
お
り
ま
す
。
税
理
士
法

第
４９
条
の
１１
に
規
定
さ
れ

税
制
改
正
建
議
の
理
解
と
実
現
に
向
け
て

る
建
議
権
に
基
づ
き
日
本

税
理
士
会
連
合
会
（以
下

「日
税
連
」
と
い
う
）
が

作
成
し
た
「令
和
２
年
度

税
制
改
正
建
議
書
」
の
実

現
、
立
法
化
に
向
け
て
適

進
す
る
所
存
で
す
。
日
本

国
憲
法
で
は
第
４１
条
「国

会
は
、
国
権
の
最
高
機
関

で
あ
っ
て
、
国
唯
一の
立

法
機
関
で
あ
る
」
、
同
第

弱
条
「法
律
案
は
、
こ
の

憲
法
に
特
別
の
定
の
あ
る

場
合
を
除
い
て
は
、
両
議

院
で
可
決
し
た
時
法
律
と

な
る
」
そ
し
て
同
第
８４
条

「あ
ら
た
に
租
税
を
課
し
、

ま
た
は
現
行
の
租
税
を
変

更
す
る
に
は
、
法
律
ま
た

は
法
律
の
定
め
る
条
件
に

よ
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

日
税
連
が
税
理
士
法
の
建

議
権
に
基
づ
き
ど
ん
な
立

派
な
税
制
改
正
建
議
を
出

し
て
も
、
こ
れ
が
法
律
と

な
ら
な
け
れ
ば
絵
に
描
い

度
ま
で
の
９
年
間
で
税
理

士
会
員
数
は
増
加
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
会
費
納
入
会

員
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
日
税
政
の
目
的
は
日

税
連
の
要
望
実
現
で
あ

り
、
そ
の
成
果
は
す
べ
て

の
税
理
士
が
享
受
し
ま

す
。
一部
の
会
員
か
ら
財

政
負
担
の
理
解
と
協
力
を

得
ら
れ
な
く
て
も
、
日
税

税
政
連
活
動
に
積
極
的
な
ご
支
援
を

組
織
委
員
長

　

吉
田

　

恵
幸

一

こ
の
度
副
幹
事
長
に
選

任
さ
れ
、
引
き
続
き
組
織

委
員
長
と
な
り
ま
し
た
。

組
織
委
員
会
の
活
動
方
針

と
し
て
、
そ
の
第
一番
目

に
「日
本
税
理
士
会
連
合

会
の
要
望
実
現
の
た
め
、

本
連
盟
の
組
織
活
動
の
な

お
一層
の
統
一強
化
を
図

る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

前
期
よ
り
持
ち
越
し
て

い
る
課
題
と
し
て
、
各
単

位
税
政
連
に
お
け
る
会
員

の
定
義
と
会
費
の
収
納
方

法
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
日
本
税
理
士
会
連
合

会
の
要
望
実
現
と
い
う
全

国
統
一し
た
目
標
が
あ
り

な
が
ら
、
地
域
に
よ
っ
て

は
税
政
連
へ
の
理
解
が
十

分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
、

税
政
連
活
動
が
十
分
に
伝

え
切
れ
て
い
な
い
な
ど
の

状
況
が
垣
間
見
え
ま
す
。

税
政
連
は
、
前
提
と
し
て

税
理
士
会
会
員
を
対
象
と

し
た
任
意
加
入
団
体
で
は

あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
日
本
税
理
士
会
連
合
会

の
要
望
を
実
現
す
る
た
め

の
政
治
団
体
で
す
。
そ
の

意
味
で
は
、
税
理
士
会
の

会
員
が
す
べ
て
税
政
連
会

員
と
な
っ
て
、
一致
団
結

し
て
税
理
士
法
第
４９
条
の

１１
の
建
議
権
の
行
使
に
適

進
す
る
こ
と
が
、
税
務
の

専
門
家
と
し
て
の
税
理
士

に
対
す
る
国
民
か
ら
の
期

待
に
応
え
る
結
果
に
な
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

税
政
連
の
更
な
る
組
織

活
性
化
の
た
め
に
、
抱
え

て
い
る
現
状
や
問
題
点
を

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
過
去
の
歴
史
か
ら
各

単
位
税
政
連
の
会
員
の
定

義
が
同
じ
で
は
な
い
現
状

を
踏
ま
え
て
、
更
な
る
検

討
を
重
ね
、
誤
解
や
そ
の

国
対
委
員
長

　

吉
川

　

裕

一

　

－－

活
動
に
間
違
い
が
生
じ
な

い
よ
う
に
会
員
の
定
義
の

統
一化
を
目
指
し
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
活
動
の
活
性
化

の
た
め
に
他
の
委
員
会
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ

と
や
定
期
大
会
に
お
け
る

代
議
員
の
定
義
に
つ
い
て

検
討
を
図
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

会
員
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
精
一杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

政
は
日
税
連
と
連
携
し
て

す
べ
て
の
税
理
士
の
た
め

に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
本
連

盟
は
全
国
組
織
の
維
持
・

強
化
の
た
め
分
担
方
式
を

取
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
分
担
方
式
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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た
餅
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

建
議
の
立
法
化
を
図
る
た

め
に
は
国
会
議
員
に
そ
の

趣
旨
を
解
き
、
こ
の
建
議

が
我
が
国
に
と
っ
て
い
か

に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か

を
理
解
し
、
国
会
の
審
議

に
上
げ
、
国
会
に
お
い
て

可
決
し
法
律
と
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
対
委
員
会
の
役
目

は
議
員
に
我
々
の
建
議
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に

尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
が
導
入

さ
れ
ひ
と
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
導
入
ま
で
は
課
税
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
み
が
論
じ

ら
れ
、
税
理
士
会
が
問
題

と
し
て
い
た
代
替
財
源
の

確
保
の
困
難
性
、
事
業
者

の
事
務
負
担
の
増
加
等
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論

が
な
い
ま
ま
で
あ
り
ま
し

た
。
２
度
に
わ
た
っ
て
施

行
の
延
期
が
さ
れ
た
た
め

２
度
あ
る
こ
と
は
３
度
の

気
持
ち
か
ら
か
、
税
理
士

会
全
体
と
し
て
軽
減
税
率

制
度
導
入
反
対
の
運
動
の

盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い

た
面
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
３
年
後

に
導
入
が
予
定
さ
れ
る
現

在
、
こ
の
制
度
の
見
直
し

と
、
導
入
さ
れ
て
し
ま
っ

た
軽
減
税
率
制
度
の
廃
止

に
向
け
て
活
動
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
建
議
書
の
実
現

に
向
け
て
国
会
審
議
の
情

報
収
集
に
努
め
、
歩
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

員
が
一丸
と
な
り
ワ
ン
チ

ー
ム
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

会
員
が
一体
と
な
れ
る
様

な
紙
面
の
内
容
に
少
し
で

も
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

税
政
連
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
る
た
め
に

広
報
委
員
長

　

小
島

　

善
弘

令和元年（２０１９年）１２月１日 （日曜日）

こ
の
度
、
正
副
会
長
会

で
副
幹
事
長
に
選
任
さ

れ
、
広
報
委
員
長
を
拝
命

し
ま
し
た
。
日
税
政
に
お

い
て
は
、
過
去
、
政
策
委

員
、
国
対
委
員
及
び
幹
事

を
経
験
し
、
前
年
度
は
無

任
所
の
副
幹
事
長
を
務
め

て
き
ま
し
た
が
、
広
報
委

員
会
は
初
め
て
の
経
験
で

あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
太
田

直
樹
会
長
や
渡
遷
輝
男
幹

事
長
の
ご
指
導
を
賜
り
な

が
ら
、
広
報
委
員
や
事
務

局
の
皆
様
の
力
を
お
借
り

し
て
、
職
務
を
全
う
す
る

所
存
で
す
。

広
報
委
員
会
と
し
て

は
、
日
税
政
の
機
関
紙
で

あ
る
会
報
の
発
行
が
重
要

で
大
事
な
役
目
と
な
り
ま

す
。
こ
の
会
報
は
、
全
国

の
税
理
士
会
員
全
員
に
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
税

政
が
行
っ
て
い
る
活
動
の

結
果
や
成
果
、
活
動
に
よ

り
得
ら
れ
た
情
報
な
ど

を
、
正
確
に
そ
し
て
迅
速

に
伝
え
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

日
税
政
は
、
日
税
連
の

方
針
に
添
い
、
税
理
士
の

社
会
的
、
経
済
的
地
位
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

納
税
者
の
た
め
の
税
理
士

制
度
及
び
租
税
制
度
並
び

に
税
務
行
政
を
確
立
す
る

た
め
、
必
要
な
政
治
活
動

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
税

理
士
会
の
策
定
す
る
施
策

の
う
ち
、
政
治
の
場
で
し

か
実
現
出
来
な
い
も
の
に

対
し
て
運
動
を
展
開
し
て

い
く
の
が
税
政
連
で
す
。

そ
の
た
め
日
税
政
は
、
単

位
税
政
連
と
連
携
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
約
３
４

０
余
あ
る
国
会
議
員
等
後

援
会
を
通
じ
て
、
要
望
等

の
実
現
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
全
国
で
行
わ

れ
る
活
動
の
内
容
を
少
し

で
も
詳
細
に
伝
え
、
税
政

連
と
会
員
と
の
間
の
橋
渡

し
役
の
一助
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

税
政
連
の
活
動
は
、
す

べ
て
の
税
理
士
会
員
の
協

力
と
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
税

制
や
税
理
士
制
度
の
改
善

の
た
め
に
は
、
税
理
士
全

連
盟
の
運
動
の
中
核
と
し
て

後
援
会
対
策
委
員
長

　

南
条

　

吉
雄

き
》

　

　

　

こ
の
度
、
正
副
会
長
会

に
お
い
て
副
幹
事
長
に
選

任
さ
れ
、
後
援
会
対
策
委

員
会
委
員
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。
執
行
機
関
の
一員

と
し
て
職
責
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

当
委
員
会
の
所
掌
は

「単
位
税
理
士
政
治
連
盟

に
お
け
る
税
理
士
に
よ
る

国
会
議
員
等
後
援
会
の
活

動
支
援
に
関
す
る
諸
施

策
」
と
あ
り
、
第
５３
回
定

期
大
会
に
お
い
て
運
動
方

針
の
初
め
に
後
援
会
活
動

の
活
性
化
が
掲
げ
ら
れ
、

組
織
活
動
方
針
と
し
て

「単
位
税
理
士
政
治
連
盟

に
お
け
る
国
会
議
員
等
後

援
会
の
組
織
の
強
化
と
活

動
の
活
性
化
を
支
援
す

る
」が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

後
援
会
は
昭
和
５０
年
７

月
に
第
１
号
が
設
立
さ
れ

て
か
ら
４４
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
現
在
３
４
３
後
援

会
が
「税
理
士
党
」
の
目

的
実
現
の
た
め
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
各
党
の
議
連
総
会
等

の
場
に
お
い
て
必
ず
後
援

会
と
い
う
言
葉
が
議
員
あ

い
さ
つ
の
中
で
の
べ
ら
れ

ま
す
が
こ
の
こ
と
は
被
後

援
者
の
後
援
会
に
対
す
る

期
待
の
表
れ
で
あ
る
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

組
織
の
強
化
と
は
会
員

数
の
増
加
で
あ
り
、
都
市

部
や
そ
れ
以
外
に
お
け
る

地
域
特
性
、政
党
の
力
学
、

高
齢
化
、
組
織
に
対
す
る

価
値
観
の
相
違
等
を
踏
ま

え
て
会
員
拡
大
を
図
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
活
動
の
活

性
化
が
課
題
で
す
が
、
そ

の
た
め
に
も
被
後
援
者
と

の
密
着
度
を
深
め
る
こ
と

に
尽
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
後
援
会

と
政
治
連
盟
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
り
県
連
、
支

部
会
議
等
の
行
事
で
の
活

動
報
告
と
会
員
勧
誘
で
あ

り
ま
す
。
更
に
被
後
援
者

主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
で
被
後
援
者
と
双
方
向

で
議
論
を
で
き
る
機
会
を

多
く
持
ち
更
に
後
援
会
の

会
員
は
「常
在
戦
場
」
の

意
識
を
共
有
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
「後

援
会
無
く
ん
ば
連
盟
あ
ら

ず
」
。
こ
の
決
意
、
情
熱

を
持
っ
て
２
年
間
務
め
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
後
援

会
へ
の
加
入
と
当
委
員
会

の
事
業
へ
の
ご
理
解
ご
協

力
を
深
甚
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

副
幹
事
長
に
就
任
し
て副

幹
事
長

　

谷

　

幹
夫

　

お

ぬ
ここ

こ
の
度
、
副
幹
事
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

日
税
政
の
幹
事
と
し
て

６
年
間
、
日
税
政
の
活
動

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
北
海
道
税
理
士

政
治
連
盟
の
幹
事
長
と
い

う
立
場
で
日
税
政
の
幹
事

会
に
出
席
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
単
位
会
の
立
場

か
ら
発
言
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
日
税
政
の

全
体
の
活
動
を
支
援
す
る

立
場
に
な
り
、
ま
す
ま
す

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
日
税
政
の
活
動

は
、
日
税
連
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
日
税
連
の
施

策
に
お
い
て
、
政
治
的
に

実
現
を
図
る
運
動
を
展
開

し
、
等
し
く
税
理
士
会
会

員
す
べ
て
に
利
益
が
享
受

さ
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
税
政
連
の
組
織
率
は
、

低
下
し
て
お
り
ま
す
。
税

制
建
議
の
実
現
や
今
後
の

税
理
士
制
度
の
発
展
の
た

め
に
行
う
政
治
活
動
は
、

税
理
士
会
員
の
皆
様
に
そ

の
必
要
性
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
各
税
政
連
の
組

織
率
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。
税

制
建
議
の
実
現
や
今
後
の

税
理
士
制
度
の
改
正
に
向

け
て
、
多
く
の
会
員
が
集

ま
ら
な
け
れ
ば
、
要
望
の

実
現
が
ま
ま
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

今
後
の
税
理
士
法
の
改

正
に
向
け
、
政
治
活
動
が

と
て
も
大
切
と
な
り
ま

す
。
税
理
士
制
度
が
時
代

の
変
化
に
相
応
し
て
発
展

す
る
た
め
に
、
税
理
士
法

は
１０
年
単
位
を
め
ど
に
改

正
が
進
め
ら
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。
日
税
連
で
は
、

次
期
税
理
士
法
改
正
に
向

け
た
検
討
に
資
す
る
べ
く

「次
期
税
理
士
法
改
正
に

関
す
る
答
申
」を
公
表
し
、

税
理
士
会
会
員
か
ら
の
意

見
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。財

務
省
や
国
税
庁
の
官

公
庁
へ
の
働
き
か
け
を
含

め
、
国
会
議
員
へ
の
働
き

か
け
と
彼
ら
の
充
分
な
理

解
が
な
け
れ
ば
、
時
代
に

即
応
し
た
税
理
士
制
度
と

な
る
改
正
に
は
至
り
ま
せ

ん
。
日
税
政
の
活
動
は
、

日
税
連
の
活
動
の
平
行
線

上
に
あ
る
も
の
で
、
全
会

員
が
等
し
く
利
益
を
享
受

す
る
も
の
で
す
。
税
政
連

の
活
動
に
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
税
理
士

会
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
微
力
な
が
ら

最
善
を
尽
く
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
税
理
士
会
の

新
入
会
員
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
末
永
く
税
理
士

と
し
て
仕
事
を
す
る
た
め

に
、
国
家
財
政
の
基
盤
を

担
う
税
理
士
制
度
を
堅
持

す
る
た
め
に
も
、
日
本
税

理
士
政
治
連
盟
の
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

副
幹
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

副
幹
事
長

　

秋
山

　

典
久

二

こ
の
度
、
日
税
政
の
副

幹
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
副
幹
事
長
就

任
に
あ
た
り
、
日
税
政
の

規
約
を
確
認
し
て
み
ま
し

た
。規

約
中
に
副
幹
事
長
の

記
載
が
あ
る
の
は
、
ま
ず

１２
条
に
職
務
内
容
、
路
条

に
「幹
事
長
及
び
副
幹
事

長
は
、
正
副
会
長
会
の
承

認
を
受
け
て
会
長
が
決
定

す
る
。
」
と
あ
り
、
次
に

１６
条
の
執
行
機
関
規
定
で

正
副
幹
事
長
会
が
執
行
機

関
で
あ
る
こ
と
、

１７
条
で

幹
事
会
構
成
員
と
い
う
規

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２５

条
の
審
議
機
関
規
定
に
は

副
幹
事
長
は
含
ま
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

副
幹
事
長
職
は
、
日
税

政
の
審
議
に
関
与
は
し
な

い
が
、
日
税
政
執
行
機
関

の
役
員
と
し
て
税
制
改
正

な
ど
陳
情
活
動
等
の
た
め

に
一兵
卒
と
し
て
活
動
を

す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

日
税
政
の
陳
情
活
動
等

と
は
、
規
約
４
条
で
「本

連
盟
は
、
日
本
税
理
士
会

連
合
会
の
方
針
に
添
い
、

税
理
士
の
社
会
的
、
経
済

的
地
位
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
納
税
者
の
た
め

の
税
理
士
制
度
及
び
租
税

制
度
並
び
に
税
務
行
政
を

確
立
す
る
た
め
、
必
要
な

政
治
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
」
と
あ
る

よ
う
に
、
税
理
士
会
の
目

的
に
関
す
る
こ
と
以
外
の

政
治
活
動
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
税
理
士
会
員
に

つ
い
て
、
個
人
的
な
思
想

信
条
や
政
治
活
動
は
自
由

だ
と
思
う
し
、
個
人
的
な

政
治
活
動
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。し

か
し
、
日
税
政
や
単

位
税
理
士
政
治
連
盟
の
役

員
と
し
て
の
活
動
を
す
る

時
に
は
、
規
約
４
条
の
目

的
を
逸
脱
し
て
は
い
け
な

い
と
再
確
認
を
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
も
、
日
税
政

の
国
対
副
委
員
長
や
政
策

副
委
員
長
と
し
て
税
制
改

正
に
関
す
る
陳
情
活
動
の

他
に
、
与
党
税
制
調
査
会

の
税
制
改
正
に
関
す
る
情

報
収
集
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。

日
税
政
役
員
と
同
時
期

に
日
本
税
理
士
会
連
合
会

の
調
査
究
部
副
部
長
・委

員
と
し
て
３
期
６
年
間
は

税
制
改
正
建
議
書
の
と
り

ま
と
め
に
も
関
与
し
、
そ

の
経
験
か
ら
も
日
税
政
が

毎
年
の
税
制
改
正
に
関
し

て
重
要
な
仕
事
を
し
て
き

た
と
、
実
感
し
て
お
り
ま

す
。今

回
の
副
幹
事
長
職
は

委
員
会
に
所
属
し
な
い
無

任
所
で
あ
る
が
故
に
、
規

約
４
条
に
規
定
す
る
目
的

達
成
に
向
け
て
税
理
士
及

び
そ
の
関
与
先
の
た
め
の

政
治
活
動
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
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全税共扱いの保険にご加入の皆さま！

　　　

　

　　　　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　

　

　

　

　　　

　

ご活用ください

暮らしを応援する全税共の事業

－－准に－－輔甜３劃脚 醒ゴーモコ謝だ１‐弼‐顕・圃－－▲－Ｉ Ｅ．－・－：－－敵－－…澗－ ．－継 陪

公的年金の補完・老後の備えに
全 税 共 年 金 の 特 長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

へ脳合ゑＮｎ全会席年合［△
１．掛金は月々１万円から

生活設計に合わせて掛金を自由に設定できるため、
無理なく無駄なく将来の設計ができます。

新規加入

月

　

払 １口５千円で２口以上４０口まで

一括払

１口１０万円以上（任意）
ただし、１回の加入につき２００口まで
（通算４００口まで）
一括払のみの加入はできません

増

　　

口

月

　

払
１ロ５千円以上
毎月

一括払
「口１０万円以上
一括払のみの増口も可能
年２回（１・７月）及び年金請求時

減

　　

口 月

　

払
２口以上を残し、１口単位で減口可能
年２回（１・７月）

２．年金の受取方法は３種類

　

給付金請求時に次の３通りから選択できます。

　　　

・

　　　　　　　

１

　

１）１０年確定年金

　

２）１５年確定年金

　

３）１０年保証期間付終身年金

　

※年金に代えて一時金でも受取ることができます。

３．掛金の運用

加入者の皆様からお預りした掛金は、各取扱保険会社の引受
割合および予定利率（Ｈ３１．３月現在 加重平均１．２６％）に基づき
各取扱保険会社が運用しています。毎年の運用実績が予定
利率を上回った場合には、配当が上乗せされます。

＜取扱保険会社＞
●第一生命●明治安田生命●日本生命●住友生命●富国生命

全国税理士共栄会
〒１４１‐００３２東京都品川区大崎１‐１１－８日本税理士会館４階

　

ＴＥＬ０３（５７４０）８３３１（代） ＦＡＸ０３（５７４０）８３３３

　　

＊ｉ彊・塁・り←１－言巨－・・

　

▲“．

　　

… －－ユ憩１ーー

　

，．－ ・”

　　

ｉ・・ １－－▲▼▼▲▼▼

　

ソー１ 橿瀬棚ｈ

　

ｉ

　

ｌｌ ・

２４時間３６５日、いつでも見守り駆けつけます

会 員 ホームセキユリテイ
限定特典

　

外出中はもちろん、在宅中・就寝中もお任せください

　　　　　　　　　

提携先：セコム（株）

※お問い合わせの際は、全税共会員であることをお伝えください。

　　

高齢者の「いつも」と「もしも」をサポート

晶晶

　

みまもりサポート

　　　　　　

ちょっとした体調に関する「相談」にもお応えします

　　　　　　　　

提携先：綜合警備保障（株）

※お問い合わせの際は、全税共会員であることをお伝えください。

　　　　　

健康で豊かな人生を全ての人に

爺書 健康相談・セカンドオピニオン

　　　　　

理想的な健康医療サービスがご利用いただける会員制健康クラブ

　　　　

介護の悩みを電話でサポート
ご利用 介護無料相 談無

　

料

　　

２４時間３６５日利用できる電話による介護の相談窓口

業務委託先：５０ＭＰＯヘルスサポート（株）

一一一… 園滋窓’膨図一艶岡‘醐－“杉江・１１．１・夏ｒ－「童ｆ‐
※お問い合わせの際は、全税共会員であることをお伝えください。

提携先：ティーペック（株）

　　　　　　　

悩 む前にまず相 談

薄墨 電話による税の無料相談

　　　　　　　　　　

共催：日本税理士会連合会・（公財）日本税務研究センター

　　　　　　　　　　

支援：全国税理士共栄会

経験豊富な税理士が税務に関わる悩みやご相談にお答えします

会

　

員

　　　

定期検査で健やかな人生を

優待料金

　

ＰＥＴ検 査・人 間ドック

　　　　

ＰＥＴ全国３０ヶ所、人間ドック全国１９ヶ所の医療機関と提携

自分のためにも家族のためにも、定期的な検査で「安心」を！

ー断軸Ｓｉ園艦彊滋獅閣髄図隙一画踊園彊・下七宝セ憂お‐一【江“【．ｌ
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